
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

スマホの利用～親子で話し合う機会を 

校長 仲見 真樹 

 

朝夕の風に秋の訪れを感じる季節となりました。学校は１年の折り返しを迎え、９月１

６日には前期の成長を記した「通知表」を配付いたしました。４月からの歩みを振り返

り、成果とこれからの課題を家庭と学校で共有しながら、同じ目線で子供たちを温かく見

守っていきたいと考えております。 

 さて、４月に実施された全国学力・学

習状況調査の結果が公表されました。本

校の児童質問紙の結果を見ると、スマー

トフォン等の使用時間に大きな課題があ

ることが分かりました。１日の使用時間

が「４時間以上」の児童が 30.8％、「３

時間以上」まで合わせると全体の 44.3％

にのぼります。また、進学先である明倫

中学校（中３調査）でも同様の傾向があ

り、４時間以上が約 50％、３時間以上で

は 70％を超える状況です。 

 スマホは大変便利で、これからの時代には欠かせない機器です。しかし、長時間の使用

は、視力低下や運動不足だけでなく、脳の発達、学力や記憶力の低下、睡眠障害など、生

活習慣や心身への大きな影響が指摘されています。特に年齢が低いほど影響を受けやす

く、一度依存してしまうと改善は簡単ではありません。大切なのは、ご家庭でしっかり

「ルール作り」をし、それを守らせることです。１０月１５日（木）の参観日では、３年

生以上の学年で「情報モラル教室」を開催します。ぜひご参観いただき、親子でスマホの

使い方について話し合うきっかけにしていただければ幸いです。 
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ご協力ありがとうございました 

プール学習を、７月２１日、８月２６日、９月１日に実施しました。 

見守りボランティアとして、延べ１３名の保護者の皆様にご協力いただき 

ました。おかげさまで、子どもたちは安全に、楽しく学習することができ、 

無事にプール学習を終えることができました。 

この場をお借りして、心より感謝申し上げます。お忙しい中、ご協力いただき、ありがとうご

ざいました。 
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普段（月～金曜）、１日当たりどのくらいの時間、

スマホ等でＳＮＳや動画視聴をしますか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２３日(金)  児童会① 

２８日(水) 認知症キッズサポーター 

養成講座（５年） 

２９日(木)  食の指導（１年） 

      科学センター学習（５年） 

３０日(金)  見学学習（４年） 

 

 

１日(木) 修学旅行 

     メグミルク出前講座（３年）  

 ２日(金) 修学旅行  

 ７日(水) 馬を活用した出前授業（６年） 

８日(木) 就学時健診 ４時間授業 

１４日(水) 校内作品展（～２３日） 

１５日(木) 参観日 情報モラル教室 

 

ヤングケアラー出前講座 

３日（木）に、北海道ヤングケアラー相談サポートセンター センター長 

加藤高一郎氏を講師としてお招きし、６年生を対象に出前講座が行われまし 

た。 

講座では、どのような場合がヤングケアラーと考えられるのか、困ったと 

きには勇気を出して周りに発信すること、友達の変化や困り感に気付くこと 

などについて学び、ヤングケアラーへの理解を深めることができました。 

今後、子どもたちが成長していく中で、今回学んだことを生かし、周囲の 

人との関わりや自分の思いを大切にしてほしいと思います。 

着任のお知らせ 

２４日に、上田麻美教諭が着任しました。主にこすもす学級１・２年生の指導を担当します。 

 

【上田教諭より】 

子どもたちとの日々の関わりを大切にし、一人一人の成長を支えていき 

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

エスポラーダ北海道 サッカー出前講座 

１８日（金）に、エスポラーダ北海道の吉田順省氏を講師にお招きし、 

２年生を対象にサッカーの出前講座が行われました。 

ドリブル練習では、「ボールは蹴るのではなく、押す」というコツを教 

えてもらうと、ボールの扱い方がぐんと上達しました。シュート練習では、 

クラス対抗のシュートリレーを行い、みんなで楽しみながら取り組みまし 

た。また、最後には、吉田氏一人対２年生の各チームでミニゲームを行い、 

子どもたちは元気いっぱいにボールを追いかけ、得点をねらっていました。 

サッカーを通じて、スポーツの楽しさや面白さを実感することのできる時間となりました。子

どもたちのきらきらした目や笑顔が、とても印象に残りました。 


